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)10(  ttABAP とする。このとき、 tACAQ である。 
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0 ≦t のとき 

点 R は△ ABCの内部にあるので、△ PQRと△ ABCの共通部分は、 

△ PQRに等しく、その面積は△ APQに等しい。 

△ APQ∽△ ABCであり、相似比は t であるから、△ APQの面積は 2t 。 
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1
t≦ のとき 

線分 QRPR, と、 BCの交点を、それぞれ TS, とする。 

ABtQTtABQR )1(,  であるから   ABtABttTR )12()1(   

△ RTS と△ ABCの相似比は 12 t であるから、△ RTS の面積は 2)12( t 。 
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